
日本のＩＳＯ／ＴＣ３４（食品専門委員会）への参加状況 

 

令和６年９月末現在 

 

ＩＳＯ（国際標準化機構）には１ヶ国につき１機関が加入・参加しており、日本ではＪ

ＩＳＣ（日本産業標準調査会）が参加しています。また、各専門委員会（ＴＣ）及びＴＣ

の下に置かれた各分科委員会（ＳＣ）は国際規格等の制定・改正作業を担いますが、日本

ではＪＩＳＣから承認を受けた国内審議団体がこれを担当しています。 

以下にＩＳＯ／ＴＣ３４及びＩＳＯ／ＴＣ３４傘下の国内検討体制を表に示しますが、

ＦＡＭＩＣは、ＩＳＯ／ＴＣ３４（食品）、ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ６（食肉、家きん、

魚、卵及びそれらの製品）、ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ１０（動物用飼料）、ＩＳＯ／ＴＣ

３４／ＳＣ１２（官能分析）、ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ１６（分子生物指標の分析に係る

横断的手法）、ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ１７（食品安全のためのマネジメントシステム）

の国内審議団体として承認(注１)を受け活動しており、承認以来、ＩＳＯ／ＴＣ３４、Ｉ

ＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ６、ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ１６及びＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ１７

についてはＰメンバー(注２)として、ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ１０及びＩＳＯ／ＴＣ３４

／ＳＣ１２についてはＯメンバー(注３)として参加しています。このほかのＩＳＯ／ＴＣ

３４傘下のＳＣには、ＪＩＳＣから承認を受けた国内審議団体が、ＰメンバーまたはＯメ

ンバーとして参加しています(個別の国内審議団体の名称、連絡先等は、ＪＩＳＣホームペ

ージから検索できます)。 

(注１)このほか、ＦＡＭＩＣは、ＩＳＯ／ＴＣ８９（木質系パネル）／ＳＣ３（合板）及びＩＳＯ／ＴＣ２１８（木

材）の国内審議団体としても承認されている。 

(注２)Ｐメンバー：国の参加形態で、投票・会議への積極的参加義務あり。また、ＴＣ又はＳＣに設立されている作

業グループ(ＷＧ)への参加にあたって専門家の登録が可能。 

(注３)Ｏメンバー：国の参加形態で、投票義務はないが意見提出が可能。 

 

ＩＳＯ／ＴＣ３４及びその傘下のＳＣの国内審議団体 

委員会 参加地位 国内審議団体 

ＩＳＯ／ＴＣ３４ 

(食品) 
Ｐ 

ＦＡＭＩＣ 

(担当：規格調査部国際規格調査課) 

ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ３ 

(果実、野菜及びそれらの二次製品) 
Ｐ 

特定非営利活動法人 バイオ計測技術コン

ソーシアム 

ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ５ 

(牛乳及び乳製品) 
Ｐ 

一般社団法人 Ｊミルク 

ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ６ 

（食肉、家きん、魚、卵及びそれらの製品） 
Ｐ 

ＦＡＭＩＣ 

(担当：規格調査部国際規格調査課) 

ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ８ 

(茶) 
Ｐ 

農林水産省農産局 果樹・茶グループ 

ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ９ 

(微生物) 
Ｐ 

一般財団法人 日本食品分析センター 

ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ１０ 

(動物用飼料) 
Ｏ 

ＦＡＭＩＣ 

(担当:肥飼料安全検査部飼料管理課） 

ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ１２ Ｏ ＦＡＭＩＣ 



(官能分析) (担当：規格調査部国際規格調査課） 

ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ１６ 

(分子生物指標の分析に係る横断的手法) 
Ｐ 

ＦＡＭＩＣ 

(担当：規格調査部国際規格調査課） 

ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ１７ 

(食品安全のためのマネジメントシステム) 
Ｐ 

ＦＡＭＩＣ 

(担当：規格調査部国際規格調査課） 

ＩＳＯ／ＴＣ３４／ＳＣ２０ 

(食品ロス及び廃棄) 
Ｐ 

一般財団法人 日本規格協会 

 

ＩＳＯ／ＴＣ３４では、当該ＴＣにおいて責任を持つ既存規格の維持及び国際規格等の

作成作業が行われており、各参加国は、主として投票及び意見の提出によって作業に関与

しており、ＦＡＭＩＣにおいても、国内関係者からの意見を取りまとめ、投票を行ってい

るところです。 

また、ＩＳＯ／ＴＣ３４で検討・発行されている規格の大半は、食品及び飼料に係る様

々な分析法、あるいは食品の仕様に関するものとなっています。なお、個々の品目に対す

る分析法等の規格は、各分野に特化したＳＣにおいて検討されていますが、食品全般の分

析法等及び既存ＳＣの対象外となる規格はＩＳＯ／ＴＣ３４で検討されています。詳しく

は「ＩＳＯ／ＴＣ３４で作成された規格及び検討中の規格について」をご覧下さい。 


